
あ
ら
た
に
臨
時
職
員
雇
用

景
気
悪
化
に
よ
る
雇
用
の
打
ち
切
り
な

ど
に
よ
り
失
職
し
た
人
の
就
労
機
会
を
緊

急
に
確
保
す
る
た
め
、
環
境
と
安
全
確
保

事
業
等
に
臨
時
職
員
を
雇
用
し
ま
す
。

（
３
、
８
９
５
万
円
）

緊
急
就
労
支
援
は
じ
ま
る

景
気
悪
化
に
よ
り
雇
用
環
境
が
悪
化
す

る
中
、
非
正
規
雇
用
者
等
の
就
労
支
援
の

た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
共
催
で
、
就

職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
面
接
会
等
を
開

催
す
る
。
（
１
，
９
７
５
万
円
）

若
者
の
就
業
体
験

若
者
の
就
業
機
会
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
若
者
向
け
に
区
に
お
け
る
就
業
体

験
の
機
会
を
提
供
し
、
「
若
者
の
就
業

験
」
事
業
の
雇
用
枠
を
拡
大
す
る
。

（
５
，
４
８
９
万
円
に
増
額
）

緊
急
保
障
制
度
認
定

相
談
窓
口
強
化

２
０
年
度
に
緊
急
対
応
し
た
国
の
緊
急

保
証
制
度
の
認
定
・
相
談
窓
口
を
、
引
き

続
き
２
１
年
度
末
ま
で
開
設
し
、
区
内
中

小
企
業
の
資
金
調
達
を
支
援
。

（
８
４
５
万
円
）

緊
急
支
援
融
資
信
用
保
証
料

全
額
補
助

２
１
年
度
も

２
０
年
度
に
緊
急
対
応
し
た
、
区
の
緊

急
支
援
融
資
に
お
け
る
信
用
保
証
協
会
保

証
料
の
全
額
補
助
を
、
引
き
続
き
２
１
年

度
末
ま
で
実
施
。

区
内
共
通
商
品
券
の
発
行
支
援

区
内
消
費
の
拡
大
お
よ
び
商
店
街
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
港
区
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
共

通
商
品
券
の
発
行
補
助
を
増
額
し
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
共
通
商
品
券
が
１
億
１
千
万
円

発
行
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

（
４
，
９
３
０
万
円
）

介
護
職
員
へ
の
家
賃
助
成
が
実
現

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
区
内
居
住

職
員
の
住
宅
確
保
の
た
め
、
特
養
ホ
ー
ム

と
老
健
施
設
に
は
、
毎
月
５
人
分
、
ひ
と

り
５
万
円
の
助
成
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

は
毎
月
２
人
分
、
ひ
と
り
５
万
円
の
助
成

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

介
護
専
門
学
校
の
入
学

授
業
料
に
助
成
は
じ
ま
る

介
護
専
門
学
校
等
に
入
学
、
介
護
福
祉

士
資
格
取
得
を
め
ざ
す
人

に
対
し
、
卒
業
後
は
区
内

の
介
護
事
業
所
に
３
年
以

上
勤
務
す
る
こ
と
を
条
件

に
学
費
の
４
分
の
３
、
年

間
７
５
万
円
の
助
成
を
し

ま
す
。

ま
た
、
介
護
技
術
の
向

上
と
専
門
性
を
確
保
す
る

た
め
、
基
礎
研
修
の
受
講

費
用
の
４
分
３
、
年
間
１

３
万
１
２
５
０
円
を
限
度

に
助
成
し
ま
す
。

みなさんの運動と区議団の提案が実りました

引
き
続
き
要
求
実
現
に
が
ん
ば
り
ま
す

０
９
年
度
予
算
案
の
概
要
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
要
望
を
、
党
区
議
団
が
議
会
な

ど
に
提
案
し
た
も
の
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
森
ビ
ル
な
ど
の
再
開
発

事
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
２
７
年
間
に
つ
ぎ
込

ま
れ
た
２
３
８
億
円
に
、
さ
ら
に
今
後
６
年

間
で
２
２
０
億
円
も
投
入
す
る
相
変
わ
ら
ず

の
開
発
優
先
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
党
区
議
団
の
提
案
で
予
算
案
に
具

体
化
さ
れ
た
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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裏
面
に
続
く

当
議
員
団
は
、
年
末
を
控
え
急
激
な

景
気
後
退
で
雇
用
環
境
が
悪
化
す
る
中
、

中
小
企
業
・
商
店
対
策
と
雇
用
問
題
を

中
心
に
区
長
に
「
緊
急
要
望
書
」
を
提

出
、
副
区
長
に
も
具
体
化
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
区
長
を
本
部

長
と
す
る
「
港
区
緊
急
総
合
不
況
対
策

本
部
」
が
発
足
、
具
体
的
検
討
が
進
み
、

次
の
施
策
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

二
度
に
わ
た
る
介
護
報
酬
引
き
下
げ
で
、

重
労
働
、
低
賃
金
の
た
め
に
離
職
者
の
多

い
介
護
職
員
の
確
保
に
、
区
内
各
事
業
所

は
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

当
議
員
団
は
、
介
護
職
員
確
保
の
た
め

に
住
宅
手
当
や
人
件
費
補
助
、
人
材
育
成

へ
の
補
助
な
ど
を
繰
り
返
し
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
介
護
事
業
所
や
、
介
護
現
場
で

働
く
人
か
ら
請
願
も
提
出
さ
れ
当
議
員
団

は
採
択
を
主
張
、
自
民
・
公
明
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
民
主
な
ど
に
よ
っ
て
請
願
は
「
継
続

扱
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
賃
助
成

や
、
人
材
育
成
へ
の
助
成
な
ど
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
で
提
案
し
て
き
た
高
齢
者

向
け
の
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
、
障
害
者
福
祉
へ
の
助
成
な
ど
が
実

現
し
ま
す
。
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健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

よ
り
自
分
に
あ
っ
た
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

参
加
で
き
る
よ
う
各
福
祉
会
館
等
の
コ
ー
ス
数

を
増
や
す
な
ど
事
業
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

精
神
障
害
者
・

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置

精
神
障
害
者
や
知
的
障
害
者
向
け
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
設
置
し
、
運
営
す
る
福
祉
法
人
等

に
運
営
費
等
の
助
成
が
実
現
。

（
２
，
３
７
３
万
円
に
増
額
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
が
増
額
さ
れ
ま
す

外
出
困
難
な
障
害
者
（
児
）
向
け
に
日
常
的

な
行
動
範
囲
の
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
年
間

の
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
基
準
額
を
４
万
４
千
円

に
増
額
。

保
育
園
の
待
機
児
童
対
策

急
増
す
る
保
育
園
の
入
園
希
望
に
対
応
す
る

た
め
、
東
麻
布
保
育
室
お
よ
び
札
の
辻
保
育
室

に
加
え
、
港
南
３
丁
目
に
新
た
な
保
育
室
を
整

備
、
運
営
し
ま
す
。

（
７
億
７
，
０
３
８
万
円
）

出
産
費
用
助
成

６
０
万
円
に
引
き
上
げ

今
年
１
月
か
ら
「
産
科
医
療
保
障
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
出
産
費
用
が
３
万
円
引
き
上
が
り

ま
す
。
区
の
「
出
産
費
用
助
成
」
の
限
度
が
５

０
万
円
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
助
成
額
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

議
員
団
は
、
議
会
や
国
保
運
営
協
議
会
で
引

上
げ
を
求
め
る
と
共
に
、
区
長
へ
の
申
し
入
れ

を
提
案
、
そ
の
結
果
全
会
派
が
引
上
げ
で
一
致
、

幹
事
長
会
で
議
長
が
区
長
に
要
請
。
そ
の
結
果
、

１
月
か
ら
限
度
額
５
３
万
円
に
引
き
上
が
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
間
出
産
費
用
が
高
く
な
り
助

成
限
度
額
が
実
態
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
限

度
額
の
大
幅
な
引
上
げ
を
提
案
し
て
き
た
結
果
、

限
度
額
が
６
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

（
２
億
８
，
７
７
９
万
円
に
増
額
）

私
立
保
育
園
保
護
者
に
補
助
金

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
所
得
段
階
の
人
に
、
公
私
立
幼
稚
園

間
の
保
護
者
負
担
の
格
差
の
２
分
の
１
以
上
を

交
付
す
る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
保
護
者
補
助
金

を
増
額
。

（
３
億
２
，
７
５
３
万
円
に
増
額
）

非
木
造
建
築
物
の
耐
震
改
修
等
の
促
進

非
木
造
の
民
間
住
宅
（
戸
建
て
・
共
同
住
宅
）

お
よ
び
第
一
京
浜
な
ど
の
緊
急
輸
送
道
路
沿
道

の
建
築
物
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
事
務
所
、
店
舗
等
）

の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
耐
震
改
修
工
事

費
用
等
の
一
部
を
助
成
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

区
分
所
有
者
の
合
意
形
成
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
実
施
。

（
２
億
２
，
３
４
８
万
円
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
支
援

２
１
年
度
か
ら
災
害
時
要
援
護
者
等
の
高
齢

者
や
障
害
者
に
対
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
現
物
支
給
お
よ
び
取
り
付
け
を
支
援
（
上
限

２
個
、
自
己
負
担
な
し
）

（
１
，
７
０
０
万
円
）

当
議
員
団
は
、
大
江
戸
線
な
ど
の
地
下
鉄
開

通
を
理
由
に
し
た
都
バ
ス
路
線
の
廃
止
・
縮
小

の
時
か
ら
、
廃
止
反
対
、
路
線
の
充
実
を
求
め

て
運
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
港
区
と
し
て
の
住
民
の
足
の
確
保
に

む
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
提
案
。

２
０
０
４
年
（
平
成
１
６
年
）
１
０
月
か
ら

「
ち
ぃ
ば
す
」
二
路
線
の
運
行
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
交
通
不
便
地
域
の
区
民
、

共
産
党
も
協
力
し
て
議
会
へ
の
請
願
、
区
長
へ

の
陳
情
・
要
請
を
繰
り
返
す
中
、
区
も
区
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
区
民
の
要
望
を
聴

く
中
で
、
５
つ
の
新
し
い
路
線
の
新
設
を
決
め

ま
し
た
。
区
民
の
み
な
さ
ん
の
長
年
の
運
動
が

区
政
と
バ
ス
を
動
か
し
ま
し
た
。

な
お
、
台
場
地
域
は
今
回
の
新
設
路
線
か
ら

外
さ
れ
て
い
ま
す
。
路
線
の
拡
充
を
強
く
求
め

て
い
き
ま
す
。

（
１
億
９
，
５
３
０
万
円
）ご質問やご要望は当議員団へお気軽にご連絡ください・（連絡先は一面に記載）

◆ ＮＰＯと協働による緊急就労支援 （１，３９１万円）
◆ 高齢者セーフティネットワークの構築 （５４３万円）
◆ 後付アイドリングストップ装置に導入補助 （９０万円）
◆ 地デジ放送移行への支援 （３，２２１万円）
◆ 区有施設の省エネルギー化 （２，９３６万円）
◆ マンホールトイレの整備 （７，２３８万円）
◆ 緑のカーテンプロジェクト拡大 （２，３９１万円）
◆ にぎわい商店街事業補助金拡大 （１億７，０１４万円）
◆ 災害に備えた備蓄物資整備 （１億２，６２６万円）
◆ 高層住宅等の震災対策 （１，１６７万円）

新
規
ち
ぃ
ば
す

５
路
線
新
設

「
子
育
て
す
る
な
ら
港
区
で
」
「
待
機
児

童
の
解
消
」
は
区
長
公
約
で
す
が
、
保
育
園

に
入
園
を
希
望
す
る
待
機
児
童
は
現
在
、
１

０
０
０
名
を
超
え
一
向
に
解
消
の
め
ど
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
当
議
員
団
は
繰
り
返
し
こ
の

問
題
を
議
会
で
取
り
上
げ
、
緊
急
の
整
備
・

拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

既
存
園
の
整

備
、
港
南
３
丁
目
保
育
園
の
運
営
が
始
ま
り

ま
す
が
、
更
な
る
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。


